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対談する鈴木英敬知事（右）と西田町長（左）

知 事と町長との１対１対談を実施
新宮紀宝道路など３項目について意見交換

　三重県と町は７月１日、町防災拠点施設で「知事と市町長
との１対１対談」を実施しました。
　これは、対等なパートナーシップの関係にある県と市町が、
市町固有の地域課題などについて、知事と市町長がオープン
な場で議論し、共通した認識の醸成と課題の解決に向け一歩
でも前に進めることを目的として開催しているものです。
　対談では、①新宮紀宝道路の早期完成（高規格幹線道路網の
整備促進）および県道小船紀宝線の整備、②新型コロナウイル
ス感染症対策、③熊野川の濁水対策の３項目について意見交換
し、地域活性化に向け課題解決のための検討を進めました。ま
た、対談の前には、着々と工事が進められている新宮紀宝道路
熊野川河口大橋建設工事の現場視察を行いました。

空き缶を選別する機械を見学する児童

　相野谷小学校は、６月 18 日、町リサイクルセンターを訪
れ、ごみの処理や仕分けの作業などを見学しました。
　これは、社会見学としてごみ処理の施設を見学し、職員
から話を聞くことでごみを減らすことやリサイクルに関心
を持つことを目的に行われたものです。
　相野谷小学校の４年生８名は、ごみの仕分け方法や空き缶を分
類、処理する機械などの説明を受け、熱心に
メモを取り、施設の様子を撮影していました。
　児童たちは「ものを大切にしたい」、「こ
れからはごみをちゃんと分けたい」と話
していました。

ごみ処理の仕組みを学ぶ

相 野谷小がリサイクルセンターを見学
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西田町長から伝達を受けた曽越さん（左）

　昨年 11 月に民生委員・児童委員を任期満了で退任した
曽越勲さんが、厚生労働大臣特別表彰を受賞し、役場で６
月 30 日、伝達式が行われました。
　曽越さんは、平成 16 年 12 月から５期 15 年在職し、同
委員協議会副会長を歴任。長年、民生委員・児童委員として
活動され、地域住民の福祉の向上に貢献さ
れました。曽越さんは、「民生委員の役を
務めたことで多くの方と知り合えました。
今年度退任した 15 人を代表していただい
たという気持ちです。」と話していました。

民生委員・児童委員として地域福祉に尽力
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　大里地区の４つの自主防災会と町は７月５日、大里多目的
集会施設で新型コロナウイルスに対応した避難所開設・運営
訓練を実施しました。
　これは、台風シーズンを迎え避難所を設置する機会が増
えることから、新型コロナウイルス感染症防止対策を行っ
た避難所運営をスムーズに実施できるようにすることを目
的に行われたものです。
　訓練では、避難所の設営から開始し、完成後、次々と訪れ
る避難者の体温を計り、問診で体調に異常
がないかを確認する受入訓練を行いまし
た。訓練終了後には、避難所開設・運営訓
練について意見交換が行われ、改善点など
を話し合いました。

大 里地区が避難所開設・運営訓練を実施
新型コロナウイルス感染症防止対策を踏まえた

01. 避 難 所 に パ ー テ ィ
ションを設置する参加者。
02. 検温訓練の様子。
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　町は７月７日、令和２年７月豪雨により 20 名以上が亡くな
るなど甚大な被害を受けた熊本県球磨村に職員を派遣しました。
　紀宝町と球磨村、高知県大豊町は平成 29 年５月に水害
タイムライン運用自治体連携協定を締結しており、非常食
3,000 食やマスク 15,000 枚、消毒用品をはじめとした救
援物資の運搬と給水活動支援に当たるため、職員４名が派
遣されました。
　派遣にあたり行われた出発式で、職員
は「被災地のみなさまの力になれるよう
精一杯がんばります」などと決意を語っ
ていました。今後、町では現地の状況に
応じ、随時、職員の派遣を行っていく予
定です。
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磨村に職員を派遣
豪雨により甚大な被害が発生した
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01. 出発式で激励を受ける
職員ら。02. 球磨村へ救援
物資を届ける。

願いが込められた笹が集まりました

　成川の中村町内会は７月７日、町商工会青年部の協力のも
と、就業改善センター駐車場で七夕飾りの笹を受け入れました。
　同町内会では 30 年以上前から七夕祭りを開催しており、
例年は金魚すくいやかき氷などの屋台も実施していました
が、今年は新型コロナウイルス感染症の対策として中止し、
笹の受け入れのみを実施しました。
　当日はあいにくの空模様でしたが、午後５時ごろから、家
族と一緒に笹を持った子どもたちが訪れ、

「スポーツが上手になりたい」、「お花屋さ
んになりたい」、「テストでいい点とりた
い」などさまざまな願いを込めた短冊が
飾られた笹を置いていきました。

成 川（　）で七夕の笹を受け入れ
さまざまな願いを短冊に込めて
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